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序 文一礼拝の意義一

イスラームには行動規範ともいうべき五つの柱がありますが，礼

拝（サラート）はその内でも二番目に重要なものです。勿論第一は

信仰の告白（シ,ヤハーダ）であります。断食（サウム）は一年のう

ち一ケ月これを行い，喜捨（ザカート）は一年に一度，マッカヘの

大巡礼（ハッジ）は一生のうち一度これを行いますが，礼拝は一日

に五回，すなわち夜明け前，午後早く，午後遅く， 日没直後，そし

．て夜に行います。イスラームの真髄は神の存在を認め，神に帰依す

ることであり，それを実践するための最も直接的な手段が礼拝であ

るともいえます。－週間に一度とか－日に一回の礼拝では不充分で

あり， 日々の実践的な行動を怠ることによって.，われわれは創造主

を忘れがちになります。礼拝が一日に五回必要とされている理由は

ここにあります。

一日に五回の礼拝を毎日続けることはむずかしいように思える

かも知れませんが，創造主（アッラー）の前では無力であり，

死後の世界ではアッラーにお会いできることを信じている者にとっ

ては，礼拝こそ喜びであり楽しみであるのです。このことについ

ては， イスラームの聖典クルアーンに次のように述べられてい

ます。

忍耐と礼拝によって， （アッラーの）御助けを請い願いなさい。

だがそれは， （主を畏れる）謙虚な者でなければ本当に難かしいこ

と。敬神の仲間はやがて主に会うこと，かれの御許に帰り行くこと

を堅く心に銘記している者である。 （第2章45．46節）

イスラームの礼拝は，他の宗教の礼拝と同じように，いくつかの

形式，すなわち定められた一連の作法とクルアーンの読唱からなっ

ています。これについては本文で詳しく説明しますが，ここで注意

していただきたいことは，礼拝の動作や唱える言葉それ自体は礼拝

の本質ではない， ということです。では，礼拝の本質とは何か。そ

れはイスラームのすべての務め（喜捨，断食，巡礼）と同様，ムス
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リムが全身全霊をこめて神（アッラー）に帰依することなのです。

礼拝のたびに神に対する気持のすべてを披瀝することはできないか

もしれませんが， それをするかしない力斗ま別として， とにかく一日五

回の礼拝は欠かさず実行しなくてはなりません。

礼拝の義務をまったく怠り， またはたまにしか礼拝しないと，その

人は次第に神への帰依の心を失って行くことは想像にかたくありま

せん。礼拝を無視すれば，たとえその人がイスラームの信者である

と自称したとしても，次第に神や来世を信じないような考え方や行

動をとるようになってくるものです。しかしこれとは反対に，定め

られた礼拝を継続して行う者は，次第に自分が主の前にあること

を深く感じ，心に平和を覚え，善と悪に対する確固たる信念をもっ

て行動すると同時に，神に対するまことの帰依の精神を保つように

なるのです。常に礼拝を行う者は， 自分が限られた能力しかない一

人の人間にすぎず， この地上に生きる時間は僅かであることを認識

し，また，主は絶対的な創造主で宇宙の主権者であり，人間に生命

を与えられた方であるから人間はこの主の許に帰る存在である， と

いう事実を片時も忘れることはないのです。更に，常に礼拝を行う

者は，神によって定められた券を超えないよう注意するようになり，
自分の良い部分を伸ばし，誤った行為や欲望を制御できるようにな

るのです。そうしてやがては自分のあらゆる行動において，たやす

く，またごく自然に善悪をはっきりと識別できるようになります。

礼拝（サラート）について述べているクルアーンの数節を以下に

抜粋してみましょう。

あなたがた信仰する者よ，忍耐と礼拝によって助けを求めなさい。

本当にアッラーは耐え忍ぶ者と共におられる。

（第2章153節）

これらの信仰した者たちは，アッラーを唱念し，心の安らぎを得

る。アッラーを唱念することにより，心の安らぎが得られないはず

がないのである。 （第13章28節）

太陽が（中天を過ぎ）傾く時から夜のとばりが降りるまで，礼拝
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の務めを守り，また暁には礼拝をしなさい。本当に暁の礼拝には立

会人がいる。

また夜の或る時間を起きて礼拝を務めれば，あなたのために余分

の賜物があろう。主はあなたを，光栄ある地位に就かせて下される。

（第17章78．79節）

…･･･太陽が上がる前，またそれが沈む前に，あなたの主の栄光を

讃えなさい。なお夜の一時も，また昼の両端にも讃えなさい。必ず

あなたがたは満たされるであろう。 （第20章130節）

それで，夕暮にまた暁に，アッラーを讃えなさい。天においても

地にあっても，栄光はかれに属する。午后遅くに，また日の傾き初

めに， （アッラーを讃えなさい)。 （第30章17．18節）

礼拝の務めを守り，定めの喜捨をしなさい。あなたがたが自分の

魂のためになるよう行ったどんな善事も，アッラーの御許で見出さ

れるであろう。誠にアッラーは，あなたがたの行うことを御存知で

あられる。 （第2章110節）

アッラーの方では，特にわれわれ人間の礼拝を必要とはしておら

れないということは充分心に留めておかねばなりません。というの

は，アッラーは何ものをも必要とされないお方だからです。人間に

関するすべての事象を含めて，全宇宙を統べ給うアッラーの権威は，

たとえ誰ひとりとしてかれを認めず， またはかれに礼拝を捧げずと

も，いささかもそこなわれることはないのです。アッラーは，その

尊厳と栄光を増そうとしてわれわれ人間に平伏や称讃の言葉を求め

られることはありません。礼拝は，われわれ自身のため，われわれ

自身の心の安らぎのためのものであって， アッラーの栄光をたたえ，

感謝と称讃の心をもってかれのみ前にぬかづこうとする，われわれ

自身の自然の本能にもとづいて行われるものなのです。
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イスラームの礼拝の作法は， このような本能的な願望を端的に形

式化し，発展させたものなのです。礼拝の前にわれわれはウドゥ

ーをして体を洗いますが， これはただ単に体を清めるというだけで

なく，礼拝の行為そのものに対する精神的準備でもあるのです。わ
れわれはアッラーのみ前に立って，かれの導きとお助けを求め，わ
れわれに正しい道を示し給うよう，繰返しアッラーに祈ります。わ

れわれはアッラーの啓典（クルアーン）を読唱することにより，アッ
ラーの慈悲と公正さ，いつの日かわれわれがアッラーのみもとに帰
ってすべてを捧げつくすといった事実を再認識するとともに’ クル

アーンのさまざまな道徳的な教えを改めて心にきざむのです。身をか

がめて平伏することは，アッラーに対する謙譲と帰依の心の端的な肉

体的表現なのです。

沐浴と礼拝の時に行う動作とクルアーンの読唱は，われわれの預
言者が行われたと全く同じやり方で行われます。全世界のすべての
ムスリム（イスラーム教徒）が，かつて預言者が礼拝されたのと全
く同じやり方で礼拝をするのです。かくしてムスリムは’ 自分たち
とアッラーとそのみ使いが一つの共同体を形成していることを立証
するのです。

前置きが長くなりましたが，実際の礼拝の作法については’本文
を御参照下さい。

ただし写真と文章の説明だけでは，実際の動作を学ぶことは大変

難かしいでし工う。イスラミックセンター・ジャパンでは，常時
希望者にたいしサラートの指導を行っておりますので，遠慮なく御
連絡下さい。またイスラームそのものについて疑問のある方も是非
お越し下さいますよう。

＊本文中のクルアーン日本語訳は，日本ムスリム協会刊行の「日亜
対訳聖クルアーン」による。
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用語解説

1． サラート （礼拝）

ムスリム（イスラーム教徒）が，定められた形式で行う礼拝。

2． ドゥァー（アッラーへの祈願をこめた祈り）

ムスリムが，個人的にアッラーに対して祈願や嘆願するときの祈

りである。

3． ウドゥー（小浄）

礼拝にさきだって，手足，顔など体の露出した部分を定められた

順序で，水を使って洗い浄めること。

4． タヤンムム（水のない場合の小浄）

場所によって水が得られなかったり，病気などで水が使えないと

き，清い土や砂または壁に手をふれて行う浄めの方法をいう。ウド

ゥーと同じく，一定の順序で行うことになっている。

5． グスル（全身沐浴）

ウドウーは各礼拝毎に必ず行いますが，身心が特にけがれたとき

は，全身を水で洗い浄めます。これをグスルといいます。

6． ファジュル（早朝の礼拝）

7．ズフル（正午すぎの礼拝）

8． アスル（夕方の礼拝）

9． マグリブ（日没後の礼拝）

10・イシャーウ（就寝前の礼拝）

以上の6～10が毎日の定められた礼拝です。

11．キプラ（メッカのカアパ神殿の方向）

礼拝は正しくキブラに向って行います。

12．ラカート（礼拝の一単位）

13．スーラ（クルアーンの章）

14．アルニファーテイハ（クルアーンの第一章・開端章）

礼拝の時，必ず－度はこの章を読唱します。
15．ファルドの礼拝

－7－



クルアーンに述べられている絶対的義務としての礼拝。

16．スンナの礼拝

預言者ムハンマドが行われたとおりに， ファルドの礼拝の前また

は後にささげる追加的礼拝。

17． イマーム

集団の礼拝を主宰する人。

18．アザーン

人びとに対する礼拝のよびかけ。

19． ジュムア（金曜日）の礼拝

毎週金曜日には，ムスリムはモスク（礼拝堂）に集まって，昼の

集団礼拝をささげます。

20． イード（イスラームのお祭り）

21． タクビール

アッラーフ・アクバル（アッラーは偉大である）と唱えること。

22． フトバ

ィマームの行う説教。

１
１
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I イスラームの教え

イスラームとは

イスラームはアラビア語で「平和」を意味する語源が転化したこ

とばで， 「服従，帰依，従順」などの意味もあり，宗教的には神に

対する完全な帰依，服従を表わすものです。

いつも唯一神アッラーの教えを守り， アッラーを敬愛することに

よって，愛護され，恐れや憂いを感じることのない心やすらかな状

態に導かれます。そして肉体と精神が真の平和を獲得し，各自が自

分の持てる力を最大限に発揮して，現世と来世において限りない幸

福を享受できるよう説いているのがイスラームの教えなのです。

ここでは以下簡単にイスラームの信仰の基幹である六信五客にふ
れるだけで，詳細は他の機会に譲ることにします。

P

イスラームの六つの信仰

1.アッラーを信じること。

2.アッラーの天使達の存在を信じること。

3.アッラーにより啓示された諸啓典を信じること。とりわけクルア

ーンは最後の完全なものである。

4.アッラーにより遣わされた預言者達を信じること（特にムハンマ

ドー彼の上に平安あれ一一は最後の使者である）。

5.審判の日，死後の世界の存在を信じること。

6.人にはアッラーによって定められた運命があると信じること。

ざよう

イスラームの五つの行

1．信仰の告白

「ラーイラー.ハイツラッニラーフムハンマド ラスール

ッニラ－」

アッラーの他に神はなく，ムハンマドはアッラーのみ使いであ

－9－



る， と唱えること。

2．サラート （礼拝）

とれは五つの行のうち最大の柱で，一日五回捧げます｡
●

3．サウム（断食）
れぶめい

イスラーム暦の九月（ラマダーン）の29日間か30日間，黎明か

・ ら日没までの間，飲食はもちろん， さまざまな欲望を断ってア

ッラーの喜びのために専心するのです。

4．ザカート （喜捨）

ムスリムは， 自分の蓄財（1年間蓄えた財産の一定部分)を喜捨

します。また貧しい人や孤児や，神のために努力する者のため

にこれを施こさなければなりません。

5．ハッジ（巡礼）

1年のうち特定の一時期に， イスラームの聖地マッカにあるカ

アバ神殿へ参詣し，種々の行事を行うこと。

充分な体力，時間，資力を備えるムスリムは，少なくとも一生

に一度はこれを実行しなけれはなりません。

以上のようにイスラームの教えは六信五行から成り立つ簡明なも

のですが，同時にそこには深い哲理も含まれているのです。

-･1()･-



11礼拝のしかた

礼拝の意義

サラート （礼拝）は， イスラームの五つの行の中で最も重要なも

ので，み使いも「礼拝はイスラームの柱で，天国への鍵である」と

言っています。毎日義務の礼拝として五回行いますが， それは常に

アッラーの教えを守り,かれを讃美し,かれに服従を誓い，その導き

と助けを求めて祈り，信心を深めるために行うものです。澄んだ心

でアッラーと対話することです。怠惰な気持ちを退けて，厳粛で真

剣に礼拝に立ち，定められた文句を唱えるのです。そうすることに

よって誰でもアッラーの無限の恩恵にあづかれるのです。

多忙な現代生活の中では，定められた時間に礼拝を捧げるのが困

難な場合もありますが， そんな時には，満員電車の中ででも，礼拝

を捧げることはできるのです。むしろ，工場で働く人のような場合

でも，昼休みに礼拝を行うことによって，午後の労働への新しい活

力となり，心が落着き，事故などの防止にも役に立つでしょう。

定められた形を守るというのは言うまでもないことですが，礼拝

は各自とアッラーとの大事な精神的交流の問題ですから，その時の

状態に応じて，最も良い道を求めて善処すればいいのです。

正しく真撃な礼拝にたいしてこそアッラーの大きな恩恵があるの

です。

礼拝に際して注意すべき点

(ｲ)世界のどの地にいても，正しくキブラ（マッカのカアバ神殿の方

角）に向うこと。

(ﾛ)身心を清浄にすること。

州定められた時間帯内で，定められた礼拝をすること。

(二)必ずニヤ（意志表明）を行うこと。

㈱服装に関しては，男性は最低限へそからひざまでの部分は衣服を

－11－



身につけること。女性は，手と顔以外はすべて衣服でおおうこと。

以上5つの点が守られていないと，礼拝は無効になります。

アザーン

さて礼拝の時刻が訪れると，一人がムアッズィン（礼拝時間がき

たことを告げる人）になって人々に礼拝への呼びかけをします。そ

の朗々と響きわたる呼びかけをアザーンといいます。ただし女性は

アザーンをしてはいけません。

①アッラーフアクバル （4回唱える）

②アシュハドアンラーイラーハイッラッニラー

（2回）

③アシュハドアンナムハンマダンラスールッニラー

（2回）

④ハイヤーアラッニサラー （2回）

⑤ハイヤーアラニルーファラー （2回）

⑥アッラーフアクバル （2回）

⑦ラーイラーハイッラッーラー （1回）

＜意味＞

①アッラーは偉大である

②アッラーの他に神はないことを証言する

③ムハンマドはアッラーのみ使いであることを証言する

④礼拝のために来たれ

⑤成功のために来たれ

⑥アッラーは偉大である

⑦アッラーの他に神はない

なお早朝の礼拝（ファジュル）の時は⑤の次に以下の文句を2回

加えます。

アッニサラートハイルン ミナンーナウム

＜意味＞

礼拝は睡眠にまさる

－12－



なお，人々はアザーンを謹聴し， その場で各節ごとに，各自それ

を口中で復唱することが望ましい。

また，④と⑤の際にはそのまま復唱しないで，ラーハウラワ

ラークウワタイツラービツーラーアリイルアズィーム

（アッラーの他に力はない）と，それぞれ唱えます。

タハーラ銑浄）

礼拝の前に身心を清浄にするため， タハーラを行います。タハー

ラには次のようなものがあります。

1． イスティンジャー

トイレで用を足した後，液体または固型物によって排泄器官を清

浄にすること｡通常,左手を用いて水で洗い流すのが良いとされてい

ます。しかし水が無い場合には，清潔（ターヒル）な紙や石のよう

な固型物を用いても良いことになっています。

イスティンジャーは，礼拝をするしないにかかわらず，ムスリム

がトイレで用を足した後に必ず実行しなければなりません。

2． ウドゥー

「清潔は信仰の半ばである」とみ使いも言っていますが， アッラ

ーの前に立つにあたっては，心身ともに清浄にして，邪念を退けね

ばなりません。

そこで礼拝にさきだって水場へ行き，身体の特定の部分を定めら

れた順序で浄めます。用水は，洗面器を使わず，蛇口から流れ出る

水を右手のひらに受けて用います（一度使用した水をもう一度使用

してはいけません)｡これをウドゥー（小浄）といいます。

＜ウドゥーの方法＞

①ニヤ（意志表明）として「不浄をきよめるためにウドゥーをし

ます」と唱える。
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②バスマラを唱えます。バスマラとは「ビスミッーラーヒッニラ
フマーニッニラヒーム」という文章のことで，その意味は「慈

悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において」ということです。

③両手を手首まで三度洗う。

④右手に水を受け三度口をすすぐ。

⑤右手に水を受け三度鼻孔に吸い込み，すすぐ。

⑥顔を額の髪の生えぎわからあごまで，また両耳のところまで三

度洗う。

⑦右腕次いで左腕を，肱のところまで三度洗う。

③ぬれた両手のひらで頭を前から後になでおろす。

⑨ぬれた指で両耳孔と外側をぬぐうのがよいとされている(随意)。

⑳右足次いで左足をくるぶしまで水を注ぎながら三度，指の間ま

でよく洗う。

以上でウドゥーは終りますが，各動作は連続して行います。

＜ウドゥーの失効＞

なおウドゥーを行った後で下記のような行為があった場合は，再

びウドゥーをやり直さなければ礼拝を捧げても無効です。

①睡眠，＠放庇，④尿便,eﾛ区吐，④流れる出血,e失神，①性

交その他により精液をもらした時。

3． グスル

全身を洗い浄めることをグスル（大浄）といい，次の様な行為の

あった時に行います。

④異性と交わった時

＠夢精のあった時

⑤月経やお産をしたあと等

くグスルの方法＞

①イスティンジャー，つまり排泄器官の浄めを行います。

②ニヤ（意志表明）として「不浄をきよめるためにグスルをしま
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す」と念じます。

③バスマラを唱えます。

④ウドゥーを行い，特に□は充分にすすぎ，鼻孔も指を入れてす

すぎます。

⑤体の汚れた部分をまず洗います。頭から水を三回かぶり，頭髪

を含めて足の爪先まで，あますところなく水でよく洗います。

4． タヤンムム

場所によって水が得られなかったり，病気のために水の使用が不

可能なときグスルやウドゥーの代りに行う浄めをタヤンムムといい

ます。

＜タヤンムムの方法＞

①ニヤ（意志表明）として「不浄をきよめるためにウドゥーまた

はグスルの代りにタヤンムムを行います」と念じます。

②バスマラを唱えます。

③両手で乾いた土や石，あるいはそれに準ずるもの（自然のもの）

に触れます。。

④その両手のひらで顔全体を一回なでおろします。

⑤手首のところまで手の内側と外側をなでます。

⑤右腕それから左腕を手首から肱のところまでなでます。

なお，水が手近にある場合にはタヤンムムは行わないが， タヤン

ムムを行ったあとすでに礼拝に入っている時はそのまま続けても構

いません。

イカーマ

イカーマは義務（ファルド）の礼拝を捧げる直前に唱えるもので，

礼拝が今始まるぞ， という呼びかけです。その内容はアザーンとほ

とんど同じですが，⑤と⑥の間に次の文句を二回唱えます。
カドカーマティッーサラート．

＜意味＞礼拝はまさに始まれり
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*ただし、イラストだけでやり方を理解するのは難しいと思われますので、お
近くのムスリムと一緒にされることをお勧めします。
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礼拝の捧げ方

さて， ウドゥー等により清浄な状態となり， イカーマを唱えた信

者は，いよいよ礼拝に入ります。礼拝を捧げる際，唱える文句はす

べてアラビア語を用います。しかし，当初からこれらすべての文句

をおぼえてしまうことは無理なので，入信して日の浅い人は，スブ

ハーナッニラー，スブハーナッニラーと，繰り返し口の中で唱えれ

ばよいのです（同時にファーティハ章の意味を念じることが良い)。

そして礼拝が終るまでは，アッラーとの対話に専念し，体を動かし

たり雑念に惑わされないようにします（ただし，雑念が起きても，

礼拝が無効になるわけではありません)。

礼拝の各動作と唱える文意に精神を集中することが大切です。礼

拝は次の順序で捧げます。22．23頁に礼拝の動作を写真で示してい

ますので，それを参照して下さい。

⑪正しくキブラ（メッカの方角）に向って立ち， 自然の姿勢で手

は体の両側にたれ，両足には適当な間隔をおきます。その際，

眼は座礼の時に額のつく地点を注視します。なお，キブラの方

角がわからないような場合は， 自分の想像するキブラに向って

礼拝すればいいのです。

②ニヤ（意志表明）として「アッラーを称えて，何の礼拝を何ラカ

ート（礼拝単位）します」と唱えます。 （図1）

⑬それからタクビ;テル，すなわち

アッラーフアクバル

＜意味＞

アッラーは偉大である。

を唱えながら，両手を耳のところまで上げて，へその高さまで降

ろし左手を下にして，右手の栂指と小指で左手首を握る形で両手

を重ねます。婦人の場合は，手を肩まで上げてから胸の前に同様

に右腕を上にして重ねます｡この直立の姿勢をキヤームといいま式
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なお，両手を耳のところまで上げる動作はアッラーに完全な
服従を表明することを意味しています。

（図2.3）

④キヤームの姿勢になったらすぐ，次のように□の中で唱えます。
④スブハーナカッニラーフンマワビ･ハムディカ

＠ワタバーラカニスムカワタアーラージャッドゥカ
⑤ワラーイラーハガイルカ

＜意味＞

④おおァシラー，あなたを讃美し敬いたてまつる。

＠祝福はあなたのみ名であり，あなたは高貴のきわみであられます。
④あなたの他に礼拝に価いするものはありません。

続いて次の文句を口の中で唱えます。

アウーズビッニラーヒ ミナッニシャイターニッーラジーム
＜意味＞

呪うべき悪魔にたいし，アッラーのお守りを祈りたてまつる。

ビスミッニラーヒッニラフマーニッニラヒーム

＜意味＞

仁慈あまねく慈悲深き，アッラーのみ名によって。

⑤それから，開端章（スーラトニルニファーティハ）を唱えます。
（35ページ参照）

⑥引き続いてクルアーンの中の三節以上よりなる句を唱えます。
ただし，長い節の場合は一節だけでも構いません。たとえば49

ページにある，第112章（純正章）を唱えるのがいいでしょう。
⑦続いてタクビール（アッラーフアクバル）を唱えながら立礼
（ルクーウ）を一回します。その時，ひざ頭をつかむ形で腕や

足を伸ばし，頭から首，背筋をまつすぐにして眼は足もとを注
視し，次のように口の中で三回唱えます。
スブハーナラッビヤールーアズィーム

＜意味＞偉大左るわが主の栄光をたたえ奉る。 （図4）
⑬それからサミアッニラーフ リ・マンハミダ

＜意味＞ －18－



アッラーは，たたえる者に，よろこび応えたもう。

と唱えながら直立の姿勢に戻り （図5） ，ただちに次の句を唱

えます。

ラッバナーラカニルーハムド

＜意味＞私達の主，あなたをたたえ奉る。

⑨続いてタクビール（アッラーフアクバル）を唱えながら平伏

叩頭（サジダ）の姿勢に入り，次の文句を口の中で三回唱えま

す。 （図6）

スブハーナラッピヤールニアアラー

＜意味＞

荘厳崇高なわ力注の栄光をたたえ奉る。

粥アッラーに対する人間の敬意を表わす最良の姿勢であるサジ

ダに際しては， まずひざ頭を床につけ，次いで五指を揃えてキ

ブラに向けて両手をつき，それから鼻，額の順に床につけます。

また,足の指も床についていなければなりません。

⑩それからタクビール（アッラーフアクバル）を唱えながらサ

ジダの際と反対の順序で上体を起こし，座位になります。この

姿勢をカアダといいます。そしてすぐに再びタクビールを唱え

ながら，二回目のサジダを⑨と同じ様に行い，⑨の文句を三回

唱えます。 （図7，図8）

⑪そしてタクビール（アッラーフアクバル）を唱えながら再び

身体を起こし，座位に戻ります。

以上の⑪～⑪までが礼拝の一単位で，最初の直立の姿勢から一回

の立礼と二回の座礼で構成されています。これをラカートといいま

す。すなわちここまでで1ラカート終ったことになります。

⑫以上，第1ラカートを終えたなら，すぐタクビール（アッラー

フアクバル）とともに立ち上って第2ラカートに移ります。

同じように開端章を唱え，そのあと，第1ラカートで純正章を

唱えましたから，今度は第113章（黎明章）を唱えます。第1

ラカートの時唱えたものよりもあとの章から選び，前の章にさ
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かのぼらないのが慣わしです。 （図9）

⑬そして第1ラカートと同じ様に一立礼と二座礼を捧げたならば，

座位の姿勢のままで，次の誓いを□の中で唱えます。これをタ

シャッフドといいます。 （図10～15）

①アッニタヒーヤート リッニラーヒ ワッーサラワート ワ

ッータイイバート

＠アシ＝サラームアライカアイユハンニナビーユワラフ

マトッニラーヒ ワバラカートフ

⑤アッニサラームアライナーワアラーイバーディッニラ

ーヒッニサーリヒーン

eアシュハド アッ ラーイラーハイッラッニラーフ

④ワアシュハドアンナムハンマダンアブドゥフヮラス

ールフ

＜意味＞

①尊崇，礼讃，神聖のきわみのアッラーをたたえ奉る。

＠おおみ使いよ’なんじに平安あれ，アッラーの恩恵と祝福あれ，

④私達すべてのもの，アッラーの忠誠なしもべの上に平安あれ，

e私はアッラーのほかに仕えるに価いするもののないことを誓う。

④また私はムハンマドがアッラーのしもべであり，み使いであること

を誓う。 （図16）

鴬なおeの項で「イッラッーラーフ」を唱える時，右手の人指し

ゆびを前方に突き出し，神が唯一であることを証明します。

⑭義務の礼拝が2ラカートで終る時は，続いて⑮へ移りますが，

3ラカート以上の時は最初に戻ってタクビール（アッラーフ

アクバル）を唱えて直立の姿勢に戻り，開端章を各自口の中で

唱えます。第3ラカートからは他の章節は唱えません。そして

前と同様に一立礼，二座礼を捧げて礼拝終了段階に移ります。

⑮こうして定められたラカートを終えて，⑬のタシャッフドを唱

え終えたなら，次の句を続いて唱えます。

④アッラーフンマサッリ アラームハンマディンワアラ
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～

一アーリ ムハンマディン

＠カマーサッライタアラーイブラーヒーマワアラー

アーリ イブラーヒーム

④インナカハミードゥンマジード

eアッラーフンマバーリク アラームハンマディンヮァ

ラーアーリ ムハンマディン

④カマーバーラクタアラーイブラーヒーマワアラー

アーリ イブラーヒーム

eインナカハミードゥンマジード

＜意味＞

①おおアッラ－よ，ムハンマドとその後継者にあなたの恵みをたれたま

え。

＠あなたがイブラーヒーム（アブラハム）とその後継者に恵みを賜うた

ように。

⑤げにあなたは讃美すべきこうごうしい方であられます。

eおおアッラ－，ムハンマドとその後継者を加護したまえ。

④あなたがイブラーヒームとその後継者を加護したように。

eげにあなたは讃美すべきこうごうしい方であられます。

⑮最後に，同胞のためにも平安と幸福がくるように祈ります。ま

ず顔を右へ向けて，

アッサラーム・アライクム・ワラフマトッニラー

＜意味＞

あなた方に，平安とアッラーのお恵みあれ。

と唱え，それから左の方に向いて同じ文句を唱えて，礼拝を終

ります。 （図17）

⑰礼拝後，その場でアッラーを称えて唱念（ズィクル）し，それ

から祈願（ドゥアー）を捧げます。 ドゥアーは両手のひらを上

向きにして胸の前にあげます。ただしこのズィクル， ドゥアー

は義務ではありません。
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＊ただし、イラストだけでやり方を理解するのは難しいと思われますので、お
近くのムスリムと一緒にされることをお勧めします。
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一日五回の礼拝とその時刻

毎日の礼拝は，早朝の礼拝（ファジュル），正午過ぎの礼拝（ズ

フル），遅い午後の礼拝（アスル） ，日没後の礼拝（マグリブ），

そして夜の就寝前の礼拝（イシャー）の五つです。

終る時刻始め得る時刻礼拝の名称

ファジュル

ズ フ ル

ァ ス ル

マグ リ ブ

イシャー

日の出10分前

正午から3時間半

日没10分前

日没1時間後

深 夜

日の出1時間半前

正午の15分後

日没2時間半前

日没5分後

日没1時間半後

礼拝の種別とラカートの数

■■

礼拝の種別
義務でない礼拝

ファルド儀務）
スンナ（聖行） ｜ウィトル

ファルド前

2

ファルド後

ファジュル
（早朝） 2

ズフル

(昼）
244

ジュムア
借曜日の集礼）

4．22 4
（金曜日の

アスル

（おそい午后） (4）4

マグリブ
（日没後） 3 2

イシャー
蹴寝前） (4） 2 34
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●ファルドの礼拝

この礼拝は教徒が絶対的義務として捧げなければならない礼拝
です。

●スンナの礼拝

これはみ使いムハンマドがファルドの礼拝の前または後に捧げ

ていた礼拝で，行うことが奨励されています。
●ウィトルの礼拝

この礼拝はファルドの礼拝に次ぐ重要なもので， イシャーウの
スンナの礼拝の後に3ラカート捧げます。ウィトルの礼拝では，

第三番目のラカートが他の礼拝と異なります。

すなわち，開端章を唱えた後， クルアーンの短い章節を唱え，

直ちにアッラーフ・アクバルを唱えながら手を耳のところまで

上げて降ろし，キヤームの姿勢のまま次のドゥアーウニルーク
ヌートという祈りを口の中で唱えます。

④アッラーフンマインナーナスタイーヌカ

＠ワナ･スタグフィルカ

④ワヌウミヌビカ

eワナタワッカルアライカワヌスニーアライカニルーハ

イラクッラフ

③ワナシュクルカ ワラーナクフル力

eワナフラウワナトルクマンヤフジュルカ

①アツラーフンマイーヤーカナアブド ワラカヌサッリ
ーワナスジュド

⑦ワイライカナスアーワナフフィド

①ワナルジューラフマタカ

②ワナフシャーアザーバカ

④インナアザーバカビニルニクッファーリムルヒク

＜意味＞

④おおアッラ－よ，私達はあなたのご加護を請い，

＠あなたのお許しを願います。

一可､25-
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⑤また，あなたを信じ，

eあなたに帰依します。私達は最上の儀式であなたを讃え，

④あなたに感謝し，あなたのご恩は忘れません。

eまたあなたに従わぬものと絶交して見捨てます。 ．

①おおアッラ－よ，あなたにのみ私達は仕え，あなたに祈りまた服従

します。

⑦私達は急いであなたのもとに参じ精進します。

①私達は，あなたのお恵みを歎願し，

②あなたの懲罰を恐れます。

④まことにあなたの懲罰は不信者に対して下ります。

その後は，他のサラートと同様，ルクーウ，サジダをしてウィ

トルの礼拝を終ります。

●ナフルの礼拝

この礼拝は捧げることが望ましい， 自由な随意の礼拝です。

（32ページ参照）

●カダーの礼拝

理由なく義務の礼拝を怠ることは大きな罪になります。しかし，

定められた時間内に礼拝することができなかった場合は，次の

礼拝の前になるべく早く，怠った義務の礼拝を捧げなければな

りません。

「何の礼拝のカダーの礼拝をします」とニヤ（意志表明）を行

い，あとはいつもと同じ方法で定められたラカートを終了しま

す。

金曜日（ジュムア）の礼拝

毎週金曜日には， ムスリムはマスジド（礼拝堂）に集り， イマー

ムの指導のもとに昼の礼拝を捧げます（これはズフルの礼拝の代り

になります)。

アザーンが唱えられ，各自がスンナの礼拝を終ると， イマームは
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ミンバル（説教壇）にのぼりフトバ（説教）をします。フトバは二

つの部分に別れ，前段ではアッラーを讃美し， イスラームの教えに

ついて述べます。後段ではみ使いムハンマド（かれに平安あれ）と，

その教友及び殉教者達のために祈ります。フトバの一部はアラビア

語でなければなりませんが，その他の部分は礼拝者に分り易い言語

でなされることが望ましいのです。

それからファルド（義務）の礼拝2ラカートを捧げます。金曜日

の礼拝は，近隣に住むムスリム達が一同に集まって厳修するもので

すが，互いに健康を祝い合い，信心をねり，親交をあたため合う時

でもあるのです。

特に男性はこの礼拝に参加しなければなりませんが，女性の場合

は必ずしも参加しなくてもよいのです。

その他の特殊な礼拝

ジャナーザ（葬儀）の礼拝

死後の魂の復活を信ずるイスラームでは，死体には沐浴を施し，

それを白布に包み，顔をキブラ（メッカの方角）に向けて埋葬しま

す。

葬儀は普通，キブラの方角に位置した棺の前にイマームが立ち，

会葬者はその後に並びます。

ふだんの礼拝と同じようにウドゥーをすませ， イマームの先導に

より礼拝に入ります。ジャナーザの礼拝には立礼や座礼はなく，人

々は直立の姿勢で祈りを捧げるのです。

①まずニヤ（意志表明）を行います。

「私は葬礼のタクビールをアッラーに捧げます。アッラーを讃美

し奉り，み使いに対する恩恵を祈り，また故人に対するお許しを

祈願いたします。私は顔をキブラに向けます｡」

②それからタクビールをして，両手を耳まで上げてへその高さで組
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み，次の様に唱えます。

スブハーナカッニラーフンマワビハムディカワタバーラカー

スムカワタァーラージャッドゥカワラーイラーハガイ

ルカ

＜意味＞

おおアッラ－，あなたを讃美し敬いたてまつる。祝福はあなたのみ名で

あり，あなたは高貴のきわみであられます。あなたの他に礼拝に価いす

るものはありません。

③次いで， イマームの二回目のタクビール（手は，耳のところまで

挙げません－以下同じ）の後， 「礼拝の捧げ方」の項の⑲の言

葉を唱えます。

④それから三回目のイマームのタクビールに続いて，死者が成人の

場合は次のようなドゥアーを捧げます。

④アッラーフンマアグフィルリ・ハイナーワマイイティナ

ーワシャーヒディナーワガーイビナーワサギーリナー

ワカビーリナーワザカリナーワウンサーナ

、アッラーフンママンアフヤイタフミンナーファイフイ

ヒアラールニイスラームワマンタワッファイダフミン

ナーファタワッファフアラールニイーマーン

＜意味＞

④おおアッラ－よ，許したまえ。私達の生けるもの，私達の死んだもの，

ここにいる者またいない者，老いも若きも，女も男も。

＠おおアッラ－よ。あなたが生を授けられた者がイスラームにのっとっ

て生き，あなたが死を与えられた者が信仰を抱いたまま死ぬよう御配

慮下さいますようb

⑤それから四番目のタクビールの声に，一同右側を向いてアッサラ

ーム・アライクム・ワラフマトッーラーを唱え，次に左側を向い

て同じ様に唱え，葬礼は終ります。

Xなお， イスラームでは火葬が禁じられており， ムスリムの死体は

そのまますみやかに墓に埋葬されるべきなのです。
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イードニルニフィトル（断食あけ）の礼拝

ラマダーンの終った日の次の日が， イードニルニフィトルで’1カ

月間に亘る長い斎戒を完全に果せたことをアッラーに感謝し’全世
界のムスリムが祝うイスラームの大きな祝日です。

この日，定められた時刻に，ムスリム達はもよりの礼拝堂か’ ま

たは広い場所に集まり，整列します。そしてイマームの指導のもと

に，④ニヤをし，＠タクビール（アッラーフアクバル）を唱え’

それからキヤームの姿勢で従います。次にイマームは，④3度タク

ビールを唱えます。この際，各自最初のタクビールでは両手を耳の

ところまで上げてからへその高さまで降して組み， 「礼拝の捧げ方」
の③にある「スプハーナカッニラーフンマ……」を唱えます。2回
目， 3回目のタクビールの時は手をへその高さに組まず，脚の両側

に自然に垂れます。そして,e4番目のタクビールの時，手を再び

へその高さで重ねます。それからイマームがファーティハ（開端章）

を，次いで他の章節を朗講し，いつものようにルクーウと．サジダを
して第1のラカートを終ります。

第2のラカートは，第1ラカートの時と違い， イマームがファー
ティハと他の章節を唱えた後に， タクビールを3回唱え，それに従

っ.て各自両手を耳のところまで上げ，そのつど体の両側に垂れます。
そして4番目のタクビールの時，今度は手を耳まで上げず，すぐに

ルクーウに移ります。あとはいつもの礼拝と同様，アッサラーム･

アライクムと唱えて礼拝を終ります。
● ● ｡ ｡ ｡ ● ● ●

ジュムアの礼拝の時とは違って， この場合は礼拝が終ってからイ

マームがミンバル（設教壇）に上り， 2つのフトバ（説教）を述べ
て散会します。

この日，すべてのムスリムは，新調した衣服か，所持しているも

のの中で最上の衣服を身につけるのが慣わしで，途中で会う知人に

対し，それぞれの国の習慣に従って，握手，抱擁’キスをして挨拶

をかわし，また知人の家庭を訪問して喜びを伝え， イスラームで許

される範囲内の方法で，祝いと歓楽に時を過ごすのです。
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タラウィーの礼拝

タラウィーの礼拝は， ラマダーン月の斎戒中に毎晩イシャーウの

礼拝後20ラカート捧げるものです。

クルアーンの一巻を短かく分けて20ラカートのうちに読唱し， 2

ラカートごとにサラームを唱えて一段節とします。そして， ラマダ

ーンの1カ月間にクルアーンの全30巻を読唱して， タラウィーの礼拝

が終了するのです。

特別の事情における礼拝

①病床にある場合

病状の許す限り床に座って礼拝し，それができない場合は，寝た

ままで礼拝してよいことになっています。

座って礼拝する時の立礼の動作は，額を床につけぬことによって

座礼と区別します。

また寝たままで礼拝する時は，単に心の中で，起立（キヤーム） ，

立礼（ルクーウ） ，叩頭（サジダ）などを念じて，各々に関係する

文句を唱えるだけでよいのです。

②旅行中の場合

自分の家から80キロ以上離れた所に旅した場合は， 4ラカートの

義務の礼拝は，すべて2ラカートになります。但し3ラカートの義

務の礼拝はそのままです。またスンナの礼拝はしなくてもよいこと

になっています。

目的地に着いてからも，その地に15日以上滞在する意志がない時

は， 2ラカートの礼拝でよいとされています。

③正規の礼拝が不可能な場合

身に危険が追っている時，満員の乗物の中等，避けることのでき

ない情況にあって，事実上きまった礼拝を捧げることが不可能の場

合は，立ったままか座ったままで2ラカートの礼拝を捧げることに

よって，義務の礼拝に代えることができます。

④礼拝に遅刻した増合

一-3()－
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集礼または義務の礼拝に遅刻した時は，ただちに列の端に参列し

てそのまま皆と同じ礼拝を捧げます。そして皆がサラームをする段

になったら，遅刻した者はサラームをせずに立ち上がり，遅刻した

ために捧げることができなかった分だけの礼拝を補い，いつものよ

うに礼拝を終ります。

ここで「遅刻」という意味は，あるラカートのルクーウ（立礼）

に間に合わなかったということで，ルクーウ以前に礼拝に参加した

場合は，そのラカートを補う必要はないのです。

⑤礼拝中に誤りを犯した場合

礼拝を捧げている間に何か誤りを犯した時は，そのまま最後まで

礼拝を続け， タシャッフドの後，右に顔を向けて一度サラームし，

すぐに2回サジダをすれば，許しを願ったことになります。その上

で，いつものようにタシャッフド，右左のサラームをして礼拝を終

ります。

ただし，次のような行為があった時は， もう一度礼拝をやり直さ

なければなりません。

④礼拝中に話したり，礼拝の動作とは関係のない行動をとった場合。

＠歩いたり，飲食したりした場合。④顔がキブラの方角からそれた

時（乗物の中は例外)。e大声を上げて笑った場合。

礼拝上の諸注意

⑪礼拝を捧げてはならない時刻。

④太陽が地平線にかかった時，真上にある時，及び没する時。

また，ナフル（随意）の礼拝は，次のような時には捧げることが

出来ません。

、ファジュルの礼拝と日の出の間， またアスルの礼拝とマグリブ

の礼拝の間。

④マスジドで， イカーマが唱えられてから集礼までの間。

e金曜日の集礼におけるフトバ（説教）の最中，及びフトバを終

ってイマームが集礼の指導に移るまでの間。ただし， フトバの

■
Ｐ
ダ
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前に礼拝に立っていた場合は，中止することなくそのままそれ

を完了します。

④イードニルニフィトル（断食あけ）の日におけるファジュルの

礼拝とイードの礼拝の間，及びその後でも現にイードの礼拝が

行なわれている場所。

⑤マスジドでの集礼を始める時が迫っていて， もはや時間に余裕

がない時。

②どんな場合でも，礼拝中の人の前を横切ることは，他の人の礼拝

を損うことになり，罪を犯すことになるので厳禁されています。も

しその必要がある時は， まっすぐ自分の後ろに向って最後尾までさ

がり，それから目的の場所へ行きます。しかし，礼拝はなるべく前

方の，人が横切る必要のない所で捧げるのが望ましいのです。

③夫婦以外は男女が一緒に並んで礼拝を捧げることはできません。

また，女性は生理期間中は礼拝をしないことになっています。

③日々の礼拝は，なるべく集団で捧げるのがよいとされています。

この際，礼拝する者が二人しかいない時は，－人がイマームとして

立ち， もう一人は彼のすぐ右側に足一つ分後方にさがって立ちます。

三人以上いる時は， イマーム以外の人は皆その後方に横一列に並ぶ

のです。女性は男性の後方に横一列に並んで礼拝を捧げます。
~

⑤ナフル髄意）の礼拝

④タハジュードの礼拝は深夜から黎明にかけて捧げるナフルの礼

拝で， 4ラカートないし12ラカート捧げることが特に推奨されて

います。預言者ムハンマドも数時間にわたり，常にこの礼拝を行

われたもので， そのために彼の足はむくんでいたと伝えられてい

ます。

万物が寝静まっている深夜，ひとり起きてアッラーの前にひれ伏

ととによって，他では到底味わえぬものを体得することができま

す。ただし， これは義務の礼拝ではありません。

＠タヒヤトニルニマスジドの礼拝は，マスジドに入った時に捧げ

るもので，通常2ラカート捧げます。

。
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①ビスミッニラーヒッニラフマーニッニラヒーム②アルニハムド

ゥ リッニラーヒ ラッビニルニアーラミーン③アッニラフマーー

ニツニラヒーム④マーリキヤウミッニディーン⑤イイヤーカ

ナアブドゥ ヮイイヤーカナスタイーン⑥イフディナッニスイ

ラータニルニムスタキーム⑦スィラータッニラズィーナアンア

ムタアライヒムガイリールニマグドゥービアライヒムワラ

シニダーッリーン

＜意味＞

①慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。②万有の主アッ

ラーにこそ凡ての称讃あれ，③慈悲あまねく慈愛深き御方，④最後の

審きの日の主宰者に。⑤わたしたちはあなたにのみ崇め仕え，あなた

にのみ御助けを請い願う。⑥わたしたちを正しい道に導きたまえ，⑦

あなたが御恵みま下された人点の道に，あなたの怒りを.受けし巻ま

た踏み迷える人‘々の道ではなく。
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ピスミッニラーヒッーラフマーニッーラヒーム①アルハークム
ツニタカースル②ハッターズルトゥムニルニマカービ･ル③カ

ッラーサウファ タアラムーン④スンマカッラーサウファ

タアラムーン⑤カッラーラウ タアラムーナイルマールニヤ

キーン⑥ラタラウンナニルニジャヒーム⑦スンマラタラウン&
ナハーアイナニルニヤキーン③スンマラトゥスアルンナヤ

ウマイズィンアニニンニナイーム

＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①あなたがたは

（財産や息子などの）多いことを張り合って，現を抜かす。②墓に追

い立てられるまでも。③いや，やがて（死後）あなたがたは（その真
実を）知ろう。④もう一度言おうか，いや，やがてあなたがたは知ろ
う。⑤いや，あなたがたは（今に）はっきり知るとよいのである。⑥
あなたがたは必ず獄火を見よう。⑦その時あなたがたはそれを明確に

目で見ることであろう。⑧その日あなたがたは， （現を抜かしていた）
享楽について，必ず問われるであろう。

亘暫蕊壽
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ィーナアーマヌーワアミルッニサーリノ､一デイ ワタワーサウ

ビールーハッキワタワーサウ ビッニサプル
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＜意味＞

■ｶ ﾛ

慈愛あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①時間にかけて

(誓う）。②本当に人間は，喪失の中にいる。③信仰して善行に勤し

承’互いに真理を勧めあい， また忍耐を勧めあう者たちの外は。
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ビスミッニラーヒッニラフマーニッニラヒーム①ワイルン リ

クッリ フマザティンルマザ②アッラズィージャマアマー

ランワアッダダフ③ヤフサブアンナマーラフーァフラダ

フ④カッラーラユンパザンナフィールニフタマ⑤ワマー

アドラーカマールニフタマ⑥ナールッーラーヒニルームーカダ

⑦アッラティータッタリウアラニルーアフイダ③インナハー

アライヒンムウサダ⑨フィーアマディンムマッダダ

＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①災いなるかな，

凡ての悪口を言って中傷する者。②財を集めて計算する（のに余念の

ない）者。③本当その財が，かれを永久に生かすと考えている。“f

じてそうではない。かれは必ず業火の中に，投げ込まれる。⑤業火が，

何であるかをあなたに函弊させるものは何か。⑥（それは）ぼうぼう

と燃えているアッラーの火，⑦心臓を焼き尽し，⑧がれらの頭上に完

全に覆い被さり，⑨（逃れることの出来ない）列柱の中に。
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ビスミッニラーヒッーラフマーニッーラヒーム①アラムタラカ

イファファァララッブカビァスハービールーフィール②アラム

ヤジュアルカイダフムフイータドリール③ワアルサラアライヒム

タイランアバービール④ﾀルミーヒムビヒジャーラティンミンス

イツジール⑤フアジヤアラフムカアスフィンマァクール

＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①あなたの主が，

象の仲間に，どう対処なされたか，知らなかったのか。②かれは，か

れらの計略を壊滅させられたではないか。③かれらの上に群れなす数

多の鳥を遣わされ,④焼き土の礫を投げつけさせて,⑤爵､荒らされ
た藁屑のようになされた。
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ッーサイフ③ファルヤアブドゥーラッパハーザール二バイト

④アッラズィーアトアマフン ミンジューインワアーマナフ

ン ミンハウフ
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＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①クライシュ族の

儒護のため，②冬と夏のかれらの隊商の儒獲のため， （そのアッラー

の御恵みのために）③かれらに，この聖殿の主に仕えさせよ。④飢え

｜ に際しては，かれらに食物を与え， また恐れに際しては，それを除き

i 心を安らかにして下さる御方に。
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一

ビスミッニラーヒッニラフマーニッニラヒーム①アラアイタッ

ニラズィーユカッズィブ．ビッーディーン②ファザーリカッニ

ラズィーャドッゥニル室ヤティーム③ワラーャフッドゥァ

ラータアーミニルニミスキーン④ファワイルンリールームサッ

リニン⑤アッラズィーナフムアンサラーティヒムサーフ

ーン⑥アシラズィーナフムユラーウーン⑦ワヤムナウーナ

幸ルーマーウーン

＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①あなたは，審判

を嘘であるとする者を見たか。②かれは，孤児に尹荒くする者であり，

③また貧者に食物を与えることを勧めない者である。④災いなるかな，

礼拝する者でありながら，⑤自分の礼拝を忽せにする者。⑥(人に）

見られるための礼拝をし，⑦慈善を断わる者に。
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ピスミッニラーヒッニラフマーニッニラヒーム①インナーア

アタイナーカニルニカウサル②ファサッリ リラッピカワニン

ハル③インナシャーニアカフワニルーアブタル

＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①本当にわれは，

あなた（ムハンマド）に潤沢を授けた。②さあ，あなたの主に礼拝し，

犠往を捧げなさい。③本当にあなたを憎悪する者こそ， （将来の希望

を）断たれるであろう。
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ビスミッニラーヒッーラフマーニッニラヒーム①クルヤー

アィュハールニカーフィルーン②ラーアアブドゥマータア

ブドゥーン③ワラーアントゥムアービドゥーナマーアアブ
ドゥ④ワラーアナ アーピドゥンマーアバットゥム⑤
ワラーアントゥムアービドゥーナマーアアブドゥ⑥ラクム

ディーヌクムワリヤディーン ．

＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①言ってやるがい
｢おお不信者たちよ，②わたしは，あなたがたが崇めるものを崇めな
い。③あなたがたは，わたしが崇めるものを，崇める者たちではない。
④わたしは，あなたがたが崇めてきたものの，崇拝者ではない。⑤あ
なたがたは，わたしが崇めてきたものの，崇拝者ではない。⑥あなた
がたには，あなたがたの宗教があり，わたしには，わたしの宗教があ
るのである｡」
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＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①アッラーの援助

と勝利が来て，②人びとが群れをなしてアッラーの教え（イスラーム）
に入るのを見たら，③あなたの主の栄光を誉め称え， また御赦しを請

え。本当にかれは，度と赦される御方である。
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慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①アプーラハブ

の両手は滅び，かれも滅びてしまえ。②かれの富も儲けた金も，かれ

のために役立ちはしない。③やがてかれは，燃え盛る炎の業火の中で

焼かれよう。④かれの妻はその薪を運ぶ，⑤首に椋欄の荒縄をかけて。
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ーラド④ワラムヤクッラフークフワンアハド

＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①言ってやるがい

い。 「かれはアッラー，唯一なる御方であられる。②アッラーは， 自

存され，③御産みなさらないし，御産れになられたのではない。④か

れに比べ得る，何ものもない｡」
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ビスミッーラーヒッーラフマーニツーラヒーム①クルアウーズ

ビラッビーンニナース②マリキーンーナース③イラーヒーンーナ

一ス④ミンシャッリールーワスワースィールーハンナース⑤アッ

ラズィーユワスウィスフイースドウーリーンーナース⑥ミナ＝

ルージンナティワーンーナース

＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①言ってやるがい

い。 「御加護を求め願う，人間の王②人間の王，③人間の神に。④

こっそりと忍び込み，騒ぐ者の悪から。⑤それは人間の心に畷きかけ

る，⑥ジン（幽精）であろうと，人間であろうと｡」

＜意味＞

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において。①言ってやるがい

い。 「黎明の主に御加護を求め願う。②かれが創られるものの悪（災

難）から，③深まる夜の闇の悪（危害）から，④結び目に息を吹きか

ける（妖術使いの）女たちの悪から，⑤また嫉妬する者の嫉妬の悪

(災厄）から｡」
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I|闇個｡…蠅識璽騒顧溌1 1
幻‘=皇套･･･亘･冒・二・三・二・言｡ご‘･二･一･一"､-.---....-.......．‐．‐-.．‐‐-:._.:.＝..-皇－2＝＝~‐・言｣且
I

アッラーフラーイラーハイツラーフワールーハイユールーカ

イユームラータァフズフースイナトウンワラーナウムッラフーマ

ーフィッーサマーワーティワマーフィールーアルディマンザッ

＝ラズィーヤシュファウインダフーイッラーピイズニヒヤアラム

マーバイナアイディーヒムワマーハルファフムワラーュヒート

ウーナビシヤイインミンイルミヒーイッラービマーシヤーア

ワスィアクルスィー弓ユフッーサマーワーティワールーアルダワラ

一ヤウードゥフーヒフズフマーワフワールーアリーユールーアズィーム
＜意味＞

アッラー，かれの外に神はなく，永生に自存される御方。仮眠も熟

唾も。かれをとらえることは出来ない。天にあり地にある凡てのもの

は，かれの有である。かれの許しなくして，誰がかれの御許で執り成

すことが出来ようか。かれは（人びとの），以前のことも以後のこと

をも知っておられる。かれの御意に適ったことの外かれらはかれの

御知識に就いて，何も会得するところはないのである。かれの玉座は，

凡ての天と地を覆って広がり， この2つを守って，疲れも覚えられな

い。かれは至高にして至大であられる。 （第2章255節）

：この節は，夜，寝る時に横になってから唱えるのが好まし
い。
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(P.18) Sub-ha-na-kal-la-hum-ma,wa-bi-
hum-di-ka,wa-ta-ba，ra-kas-mo-ka,
wa-ta-a'a-13, jud-do-ka,wa-la-ila-ha,
ghai-rok.

●●●●●●●●●●●●●●●●■●･･････■・・0．．6･･････････････■･･･■･･･白・・・■・・・■・・■・・・････････o･･･・

(P.20) 1IAt-ta-hi-ya-tulil-la-hiwass-sa-la-
wa-tuwat-tai-yi-ba一tu,us-sa-la-mu,
a'lai-kaai-yo-han--na-biy-yu,wa-rah-
ma-tul-.la-hi,wa-ba-ra-ka-tuh,us-
s3-la-mua'lai-na,wa-a'lai'ba-dil-la-
11iss-sa-li-heen,ush-I13-du,al-la-ila-
ha! ill-IuII-la-howa-lIsI1-ha-du-an-na,
mUhum-ma-danab-du-.hIIwa-ra-

sooIuh'' .
●●●●●｡■●●●●●●●●●●●●●●●●●･●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Ce●●●①●●●●●a●●●●●●●●｡･･････・・・･・・・

(P､20/21) 1IAI-la-hum-ma,sal-li-a'la-Mu-hum-
ma-(lin,wa,alaaa-liMu-hum-ma--din,
ka-ma-sal.-lai-ta,ala, lb-ra--hee-ma,
wa,ala,aa-li, lb－ra-hee-ma, in-na-ka,
ha-mee-dum,majeedU

IIAI-la-llum-ma,ba－rika'la-Mu-hum-
ma-din,wa-a'la,aa-li,Mu--hum-ma-4in,
ka-maba－rak-ta,a'1a, II)－ra-heema,wa,
ala,aa-li, lb-ra-hee-ma, in-na-ka,ha-
mee-dum,majeedU

●●●●●●●●●●0口●●●●●Q●●●●･●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●□●●●･●■●■●●､●●●●●●●g●●●●●●●●●0●●●

(P.34) AL-FATIHA,oRTHEoPENINGcHAPTER

Bis-mil-lah.hirbrah-maa-nir-ra-heem.

AI-hum.do, lil-lahi,rub-bil,aala-meen.
Ar-rah-m8-nirbra-heem.

Ma-li-ki,yau.mid-deen.

IVVa-ka,na･bu･du,wa, iyya-ka,nas-ta-een.
Ih.di.nas:sira.tal.mus-ta.qeem.

Sira-talla-zhina,un-am･ta,alai-him,

Ghairil,magh-du-bi,alai･him,wa-ladh-dhaal-leen.

(aameen)

－5.ﾄー
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(P.37) AL-ASR,oRTIMETHRouGHTHEAGEs

Bis.mil.lah-hir-rah-maa.nir.ra-heem

Wal-asri

In-nal, inSaa-na, la-fee-khus.rin

Il.lul-la-zhee-na,aama･nu,waami-lus-saa-li-ha-ti,

wa-tawa-sau,bil.haq-qi,wa.tawa.sau,bis-sabr.

ｌ
２
ａ

(P.45) AL-KAUTHAR,oRABuNDANcE

8is.mil-lah-hir-rah-maa-nir.｢a-heem.

1

2

3

In.naa･aa-taina-kal-kau-thar

Fa-sal-li, li-mb-bi-ka,wan-har

In-na,sha-ni.aka-hu-wal-ab-tar．

AL-NASR,oRHELP(P.47)

Bis-mil.iah-hir-rah-maa-niFra-heem.

Izha,ja.a,nas-｢ul.1a･hi'wal-fat.ho,

Wa-ra-aitan-na-sa,yad-khu-loo-na,fee,dee-nil.

la.hi,af.wa.ja

Fa-sub-bih,bi-hum･di-Rabbi-ka,was.ta9h-fir-ho'
in･na-hoo,ka.na,taww-wa-ba.

1．

2．

3．

一一
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ALIKHLAS,oRPuRITY(oFEArrID(P.49)

BiS-mil.lah-hifrah-maa-nir.ra-heem.

Oul,ho-wal.la.h0,a.hUd
AI-la-hus.sa.mud

Lum-ya-lid,wa･ lum.yoo.lud

Wa, lum,ya.kun.la･hu,ku.fu-won,a.hud.

◆
■
●
凸

１
２
３
４

AL-FALAQoRTHEDAwN(P.49)

Bis.mil.lah.hilerah-maa-nirbra.heem.

■
■
●
。
■

１
２
３
４
５

QUl,a-00-zhu,bi･mb.bil,fa-laq

Min,shur.ri,ma､kha-laq

Wa,min,shur.ri,9ha.si-qin, Izha,wa.(nlb

Wa,min,shurbrin,naf-fa.tha-ti,fil,0.qad
Wa,inin,shur.ri,ha-si.din' izha,ha.sud.

AN-NAS,oRTHEMANKIND

Bis.mil-lah-hir.rah-maa.nir.ra.heem

(P､51)

。
●
●
○
。
■

１
２
３
４
５
６

Oul,a.00-zhu,bi.rub･bin･naas

Ma-likin6naas

IIa.hin.naas

Min,shur-ril,wass-wa-sil,Khun-naas

Al.la･zhi,Vu･wuss,wi･so,feeisu-doo-rin.naas

Mi-nal,Jin.na・ti,won.naas.
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